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思いや夢の実現に挑戦する児童生徒の育成
～宗像市小中一貫コミ ュニテ ィ ・ スクールかとう学園研究発表会～
日一日と寒さが深まってまい り ますが、地域 ・保護者の皆様方には益々ご清祥のこ と

とお喜び申し上げます。

さ て 、本学園では、令和５年度よ り宗像市教育委員会の指定を受け、研究実践に取

り組んできま し た 。授業研究では、研究主題を 「思いや夢の実現に挑戦する児童 ・生徒

の育成 」 、副主題を 『自己決定を位置付けた授業づ く り と地域 を元気づけ る 「 か と う ド リ

ー ム学習 」の展開を通 し て 』 と し て研究 を進めて き ま し た 。令和 ５年度は 、児童 ・生徒が

学習の主体とな る よ う対話や振 り返 り 、自己決定を中心に授業を展開 し ま し た 。令和 ６

年度は、 これらに加え、各教科等の目標を児童・生徒が主体的に考える場面を増やし 、

目標達成のためにかと う学園の 「人 ・ もの ・ こ と 」 を活用 した り 、協働 した り し ながら粘 り強

くや り遂げる児童 ・生徒の育成に取 り組んできま し た 。 これまでの研究の成果の一端を １

０月２ ５日 （金 ）に授業及び全体会において公開いたしま した。

◆公開授業◆

【河東小５年総合・授業の様子】

【河東中７年総合・授業の様子】 【河東西小６年総合・授業の様子】

研究発表会 で は 、 教 科 ・ 道 徳 ・ 総 合 ・

生活単元 ・自立活動の公開授業を行いま

し た 。総合学習では 、 「 地域活性 」 「 キ ャ リ

ア 教育 」 を 柱 に 、 系統性の あ る 「 か と う ド リ

ー ム学習 」の単元の構想を練 り 、 Ｇ Ｔ （ ゲ ス

ト テ ィ ーチ ャー ） を地域の中から掘 り起こ し 、

授業に臨みま し た 。子ど もたちは興味を も っ

て学習に参加していま した。

◆全大会 児童・生徒と大人の語り場◆

「ＫＡＴＯ Ｃｈｉｔ Ｃｈａｔ Ｃａｆｅ」～ここからつながる 未来への語り場～

【河東中・自分史発表会】

【河東西小・トークフォークダンス】 【河東小・かとうドリカムプロジェクト】

かとう学園研究発表会を振り返って
～参観者アンケート結果から～

発表会当日は 、宗像市内だけでな く 、 福岡県内外か ら も た く さ ん の参観者 を お迎 え

し 、無事 、盛会の う ち に終え る こ と がで き ま し た 。多 く の参観者からお褒めのお言葉をい

ただき 、子ど も達の大きな成長を実感したと ころです。参観者アンケー ト結果の一部を紹

介します。
Q 思いや夢の実現に挑戦する児童生徒の姿が表れていましたか。

〇地域が子ど も た ち に将来の夢 を も ち 、希望にあふれ る よ う に学校 と

協力 し て く だ さ る仕組みがと て も羨ま しい 。 また 、子ど も た ちがふる さ

と を愛 し 、活性化のこ と を考えよ う と し てい る こ とが とて も よかった 。学

校にこの取り組みを持ち帰 りたいと思いました。

〇地域と と も にあ る学校づ く り に は 、多 く の仕組みが必要で、子ど も た

ち と地域をつな ぐ こ と にはカ リ キ ュ ラム ・ マネジ メ ン ト 、全体計画等、

多 く の細かな準備が必要だと思います 。今日は子ど もた ちのお も て

な しの心を さ ま ざ まな場面で見るこ とができ 、日ごろから こ うい った

「 誰かのために 」 「 地域のために 」 「 地域 と と も に 」 「 地域の一員と し

て 」 とい う軸での教育活動が多 く仕組まれているのだろ う と 、 その よ さ

を感じ る こ とができま した 。

【 河東小 】 ６年生が今の自分を見つめ 、な

り た い自分 を実現す る た め に 、 ど ん な職業

があ る のか知 り気づいた こ と を語 る こ と で 、

これからの自分の生き方や目標を見出して

いきま した。

【 河東西小 】 ６年生が学園運営協議会委

員や地域の方 、保護者等 と の対話 を通 じ

て 、 多 様 な 価値観 に触 れ た り 今 の 自分 を

見つめた り して 、自己理解を深めました。

【 河東中 】小中一貫教育最終学年の ９年

生が、地域の方や来校者に自分の将来を

語りま した。


